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る CHL のシステムがこれらの素性関係に基づきいかに形式化されうるかを検討し、それによって CHL についての理
解を深めようとするのに適切な時期に差しかかっている。 
 この目標に向けて、第２章では完全に素性指向型の理論、つまり素性が基本的な要素であると見なし、素性とその







 第４章では、補文標識 C の素性構成がどのようなものか、そして C および CP の統語・形態・意味に関する特定の
仮定を認めた場合にどのような事が言えるかという、より実質的な問題を扱う。具体的には、CP のψ素性の性質（解








論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文では、語彙項目の素性関係を中心とする統語理論の構築が試みられている。この理論では、従来のミニマリ
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